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§１．研究実施体制  
 
（１）東原グループ（東京大学、大阪大学） 
① 研究開発代表者：東原 和成 （東京大学大学院農学生命科学研究科、教授） 

主たる共同研究者：西本 伸志 （大阪大学大学院生命機能研究科、教授） 
② 研究項目 

・嗅覚受容体の情報を基に、香りを制御・設計する技術開発（POC①） 
・脳・生理計測に基づく香りの客観評価技術の開発（POC②） 
・体臭や生活空間の香り成分解析および活用検証（POC③） 
・香り×人間情報データベースの構築（POC⑤） 

 
（２）味の素グループ（味の素株式会社、東京大学） 
① 主たる共同研究者：伊地知 千織 （味の素株式会社 食品研究所技術開発センター、

Executive specialist） 
近藤 健二 （東京大学大学院医学系研究科、教授） 

② 研究項目 
・ヒト嗅覚受容体活性プロファイルの取得（in vitro 受容体活性評価）（POC①） 
・香気成分の分子構造-嗅覚受容体活性プロファイル-匂いの記述子相関解析（POC①） 
・嗅覚受容体活性プロファイルを基にした匂いの予測・可視化技術の開発（POC①） 
・含硫香気成分の解析（POC④） 
・香味野菜（ニンニク・ショウガ）の香気成分解析と製品開発への適用（POC④） 
・揚げ物の香気成分解析（POC④） 
・鼻粘液・粘膜の機能解析（POC④） 

 
（３）NTT データ経営研究所グループ（株式会社 NTT データ経営研究所） 

①主たる共同研究者： 茨木 拓也 （株式会社 NTT データ経営研究所 情報未来イノベーシ

ョン本部、アソシエイトパートナー） 
②研究項目 
・香り×人間情報データベースの構築（POC⑤） 
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§２．研究開発成果の概要 
香りは生活のあらゆる局面で人の心に作用し、生活の質を高めるポテンシャルを持つ。しかし香

りの感じ方、影響、その個人差を評価する技術が未熟であることから、香りのエビデンスレベルが低

く、香りを利用する妨げとなっている。そこで本課題では 5 つの POC の検証に取り組むと共に、社

会実装に向けた検証を進めた。 
POC①では、多型も含めて受容体応答プロファイルを取得し、香気成分の分子構造と香気質の

関係性を明らかにすることを試みた。また、受容体遺伝子多型が香り知覚に与える事例を、複数の

香料において見出した。POC②では、特定の香り成分において脳活動および生理的活動の両面

から香りの知覚と効果を明らかにし、また、嗅覚誘発脳波と fMRI を用いたデコーディングモデルも

構築した。POC③では、赤ちゃん、特定時期の女性にそれぞれ特徴的な体臭成分を同定し、これ

らの香りの実社会におけるサービスへの活用を実現するために、POC②と共に心理・生理効果や

行動変容を実証した。また、霊長類で初めて異性間コミュニケーションに関わるオス特有の体臭成

分の同定に成功している。POC④では、含硫香気成分の嗅覚受容体活性と構造、香気質の関連

解析技術を構築して、冷凍による香味野菜の香気減衰課題を解決する香料製剤プロトタイプを作

出し、冷凍餃子の香味野菜香気に展開している。また、ヒトの嗅覚低下と相関する鼻粘液中の分子、

および代謝の変化を明らかにした。POC⑤では、人間情報 DB モニターを対象とした大規模調査

（2020 年度 63 香料、2021 年度 25 香料、2023 年度 27 香料）で取得したデータをもとに、香り×
人モデルを構築し、3 つの機能（香料モデルの可視化、香料の予測、香料モデルと人モデルのシ

ームレス連携）の検証を行い、ビジネス展開に向けた「香り反応の可視化・予測、香り反応と人特性

とのシームレス連携ツール」を開発した。 
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